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○	 はじめに 
	 	 本校は NIE教育実践の指定を受けて２年目となる。昨年の研究を引き継ぎ、「読解力」の向
上、さらに今年度は「書く力」や「話す力」を伸ばしていくための言語活動を充実させること

をねらいとした。NIE教育は言語活動の充実において一覧性に富んでおり、かつ色々な分野の
情報を様々な文章で表現している新聞を活用することは有効な手立てであると考えた。そうし

た考えをもとに、よりよい活用法の研究に取り組んだ。 

 
	 １	 新聞に親しませるための手立て 
（１）児童が新聞を手に取りやすい環境整備 
	 	 	 ①	 新聞をよりよく活用するために 
	 	 	 	 	 新聞は６社から４か月分届く。その配当は担当者が決めることになっていた。昨年は

全社の新聞をまとめて４か月届けてもらったが、６社もあると活用しきれなかったとい

う反省点があったため、朝日・読売・宮日と毎日・日経・西日本のグループに分け、そ

れぞれ４か月分（通算して 8か月間）新聞を届けてもらうことにした。これにより、教
師も新聞に目を通すようになったり、担当者が新聞を見て、授業で使えそうな記事を当

該学年の先生に提示したりすることができた。児童は新聞に対して抵抗がある。そこで、

教師が新聞記事を紹介して児童が新聞に対して興味をもてるようにした。 
	 	 	 ②	 新聞ストッカーの設置 
	 	 	 	 	 日数の過ぎた新聞は、図書室に新聞ストッカーを設置し、全校児童が読めるようにし

た。しかし、それだけでは児童はなかなか新聞を手に取らなかったというのが昨年の反

省だったため、ある一定期間置いたら古いものから学級の新聞コーナーに移動させ、児

童にとって新聞が身近にあるようにした。そうしたところ、児童は徐々に新聞を開くよ

うになった。 
 
２	 新聞を活用した言語活動や授業実践 
（１）	 新聞を活用した「話し合い」活動 
    	 朝の「学級の時間」を使って、新聞を活用した話し合い活動を行った。 
① 	 「話す」活動 

	 	 	 	 活動の内容は、新聞記事をきっかけに自分たちの住むえびの市と関連させて班で話し合

い意見をまとめ、その意見を全体の場で発表し合い深めるというものだ。実際に行った話

し合い活動を紹介する。 
 

 
 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 研	 究	 内	 容 
１	 新聞に親しませるための手立て 
	 （１）児童が新聞を手に取りやすい環境整

備 

２	 新聞を活用した言語活動や授業実践 
	 （１）新聞を活用した話し合い活動 
	 （２）新聞を活用した書く活動 
	 （３）授業実践 

読解力を中心とした国語科に関する能力の向上を目指した教育実践の工夫 
えびの市立飯野小学校 
教諭	 髙須	 翔太 

 

 ９月３０日の宮日こども新聞。宮崎市をキ

ャンプ地とした福岡ソフトバンクホークスと

日南市をキャンプ地とした広島東洋カープが

リーグ優勝した。どちらの球団も宮崎県内で

キャンプを張り、それを原動力に優勝という

結果につなげていったという記事。 
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	 	 	 	 	 【宮日こども新聞】	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 【朝の活動の板書】 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	  

【話し合い活動の様子】 
 
この活動を通して、自分の住むえびの市の特色に改めて気付くとともに、それと関連させ

たテーマに対する自分の考えを相手に分かりやすく伝えようという児童の姿が見られた。 
（２）	 新聞を活用した書く活動 
	 	 	 ①	 新聞作り 

第４学年の国語の単元で、６月に「新聞を作ろう」というものがあり、新聞の特徴や

工夫について調べた。４人１グループの班で学級新聞を作った。各班に模造紙とＡ４用

紙を配付し、児童は１人１枚、Ａ４用紙に記事を書き模造紙にそれを貼って発表した。

作成する際は、班の新聞名やレイアウト、興味を引く見出しについて話し合いながら学

習を進めた。 
	  
（３）授業実践 
	 	 	 単元を貫いて「新聞を活用した言語活動」を充実させるためにどのような手立てが取れる

かということについて、研究授業による検証を行い、児童の読解力向上を目指した。 
	 	 ①	 学習計画 

第４学年「国語」の単元の中に「わたしの考えたこと」という意見文を書く学習があっ

た。その単元で新聞活用を中心とした学習計画を立てた。 
 
 
 
 

調べてみると、宮崎県内の至るところ

で野球をはじめ、サッカーやラグビー

などのプロチームがキャンプに来てい

た。しかし、えびの市には・・・。 

「えびの市にキャンプに来てもらうた

めにはどうすればいいだろう。」 

	 児童はえびの市の特色を生かし

た誘致を考えていた。 

・ 「スポーツ選手はたくさん食べるから

えびののお米を使ったスタミナ食を

作るといい。」 

・ 「広い土地に宿泊施設と練習できる

場所を近くに作ればたくさん来る

よ。」 
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時間 学習内容 
① 学習の見通しを立てよう。 
② 興味のある新聞記事を探そう。 
③ 記事の要約や感想を書こう。 
④ 「感想」を「意見」にレベルアップさせよ

う。 
⑤ アンケートを取って友だちから意見をもら

おう。 
⑥ アンケートをいかして、意見を書こう。 
⑦ 文章を推敲しよう。 
⑧ 

スクラップ新聞を作ろう。 
⑨ 
⑩ 書いた文章を読み合い、分かりやすい文章

になるひみつを見つけよう。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 【学習計画表】 
②	 スクラップ新聞を作る 

	 	 	 	 児童はこれまで書いてきた新聞記事の紹介と同じように自分の興味のある新聞を選ぶ。

そして今回はその記事について要約、意見文を書く活動をした。 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 【スクラップ新聞	 ワークシート】 

自分の選んだ新聞記事を貼る 

読みたくなる新聞

の名前を考えて書く 

文章は、記事の要約、自

分の意見、まとめの３段落

構成で書かせた 
自分の考えに説得

性を持たせるため、

客観的な意見が有効

であることを学習し

た。そこで、自分の

選んだ記事に関連す

る質問を考え、クラ

スの友だちにアンケ

ートを取らせ、その

結果をここに書かせ

た。 

スクラップ新聞を読んで

もらった友だちから感想を

書いてもらった 
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③	 指導の工夫 
【資料１	 教師の意見文】	 	 	 【資料２	 ワークシート例】	【資料３	 書く時のポイント】 

	 	 	 	 	  
 
 
【資料１】・・・教師が新聞を基に意見文を書き、それを授業の中で活用した。敬体と常体がそ

ろっていなかったり、「～と思います」という言葉がたくさん使ってあったりと

悪い例もあえて入れてある。児童にはこの意見文の良い点と悪い点を指摘させた。 
【資料２】・・・これまで学習したことをワークシートの形にあてはめながらまとめた。 
【資料３】・・・意見文と感想文の違いや文末表現についてまとめ掲示することで、児童が文章

をより書きやすいようにした。 
 
◎	 成果と課題 
	 成果と課題については、本学級の４年生をもとに記載している。 
○	 成果 
	 	 ・	 NIE教育に取り組んだことで、単元テストで見ると、読む能力が 93％で 6％の向上、書

く能力が 91％で 12％の向上があり、学力が向上した。 
	 	 ・	 ＮＩＥに取り組む前は「新聞を読まない」児童が３人いたが、１２月に取ったアンケー

トでは全員が「新聞を読む」ようになったと答え、新聞に興味・関心をもつ児童が増えた。 
	 	 ・	 多様なものの見方や考え方を生かし、意見を話したり、書けたりできるようになった。 
	 	 ・	 児童の思考が深まり、進んで表現できるようになった。 
 
●	 課題 
	 	 ・	 ＮＩＥに取り組む上で、教師自身が新聞によく目を通さなければいけないため、時間を

大きく使ってしまう。 
	 	 ・	 児童の新聞を読む頻度について１２月にアンケートを取ったところ、４月に取ったアン

ケートと比べて「毎日読む」児童が増加しなかった。 
	 	 ・	 学年の実態に応じて取り組める活動を提案する必要がある。 
	 	  
 

 


